
 
	 卒業後、教職につくためには、早い段階から意識を高めることが大切です。

教師とはどんな仕事か、教師には何が求められているのか、教育の世界ではど

んな変化が起きているのか、といった問題を、日本文学科・日本文学専攻を卒

業して教育の現場に立っている卒業生たちと懇談し、実践的に考えてみましょ

う。また教職をめざす学生同士で意見交換・情報共有するとともに、卒業生教

員たちがどんなふうに大学生生活を送り、どのようにして教育に携わるように

なったのか、ぜひ聞いてみましょう。 
 
 
	 	 	 ■ 日 時 ：6 月 24 日（土）4 時限目（15 時 10 分〜16 時 40 分） 

   ■ 場 所 ：ボアソナードタワー25 階 B 会議室 

   ■卒業生教員：法政大学国文学会「教員のつどい」会員数名 

    （公立・私立の中学・高校教員を中心に、40 名ほどの会員がおり、参加を打診しています） 

 
 
 学部生・大学院生とも学年を問いません。既卒者の参加も歓迎し

ます。参加費や申込みは不要です。教職をめざす学生は奮って参加

してください。 

 

 

 
2017 年度 文学部日本文学科・大学院日本文学専攻主催 

教職をめざす学生と卒業生教員の懇談会 

〈問い合わせ先〉 
	 文学部日本文学科	 学科主任	 伊海	 孝充：ikai@hosei.ac.jp 
	 「教員のつどい」	 担当教員	 藤村	 耕治：fujimura@hosei.ac.jp 
	 	 	 	 	 	 	 （同上）	 	 	 	 田中	 和生：ktanaka@hosei.ac.jp 


